
【内容目標】合成関数の考え方を理解しよう!
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この関数を，   と   の合成関数という。

      を    とも書く。
　一般に，    と    は同じ関数ではない。

　　　（が成り立つとは限らない）
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 ※このように，一般に合成関数    と    は一致しない。

□合成関数と逆関数
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両辺に底の対数をとると
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 ※このように，逆関数の関係のとき

   合成関数    と    は一致する。
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